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介護ロボットに関する政策の動向  小林　毅

施設での介護ロボット等の導入のポイント  楠元寛之

最新の支援機器「見守り・徘徊感知システム」 加藤智幸

ロボットテクノロジーにより進化する移動機器  沖川悦三

AI（人工知能）と福祉用具  諏訪　基

介護ロボットの未来  山内　繁

介護ロボットやAIなど最新介護機器

※都合により誌面が変更される場合がございます。

介護保険制度の福祉用具貸与のあり方が2018年度から変更されます。以前にこの欄で
もご紹介したとおり，福祉用具貸与事業所に配置されている福祉用具専門相談員が，

貸与しようとする商品の特徴や貸与価格に加え，当該商品の全国平均貸与価格等を利用者
に説明することや，機能や価格帯の異なる複数の商品を提示することが義務づけられまし
た。ことの始まりは 2015 年 10 月に開催された財政制度等審議会（財務省）において，軽
度者への福祉用具貸与を原則自己負担とし，保険給付の割合を大幅に引き下げるとするよ
うに見直すとの方向性が示されたことです。厚生労働省の社会保障審議会介護保険部会が
これを受け，介護保険制度の持続可能性の確保の視点から検討し，最終的には 2016 年 12
月 19 日に財務大臣と厚生労働大臣折衝により合意に至りました。福祉用具の給付を制限
することで社会保障費の伸びを抑えたい財務省の圧力を，厚生労働省が土俵際でなんとか
踏みとどめたといったところでしょうか。
　介護保険制度での福祉用具の価格は他のサービスと異なり，貸与事業者により自由に決
めることができます。いわゆる市場原理に委ねられています。われわれが物を買うときは
市場にある商品を比較して，少しでも安くて良いものを選択して購入します。消費者が選
択できる情報がないと市場原理は機能しません。今回の改定は，福祉用具専門相談員に
とっては機能や価格帯の異なる複数の商品（福祉用具）を提示したことを証明する手続き

（記録）は増えるものの，市場原理を機能させるためには合理的であるともいえます。ま
た，これまでケアマネジャーなどからの要請で提供されていた一部の福祉用具は，今後は
すべて福祉用具専門相談員の商品の複数提示を経て提供されることになり，福祉用具専門
相談員の力量が発揮できることになります。
　今後はより一層，福祉用具貸与サービスのソフト面を担う福祉用具専門相談員の質の向
上が望まれています。
 編集委員　渡邉愼一
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